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public industriel et commercial J という法的組J織形態をとるフランス電力









2) フヲンスの三大企企当主として.EDF，フランy、石炭 (CDF)モしてフラン九国鉄 (SNCP)が
上げられている。A.G. Deliop. L'Etat et les entre，ρrises publ珂ues，1959. p. 125商工業的
公施設につい Cは神苦昭『フフシス行政法')研究』昭和40年.283-296ページ.
54 (166) 第 128巻第3・4号
I 資本供与金制度成立の背景・ EDFにおける経営危機の進行
1944年フランス解放と同時に開始された大がかりな経済改革の一環として
産業の中枢部門に広範に創出された公企業は， 近代化設備拡充計画 Plande 





年 9月に成立したばかりのプヲ/'.コンタプル・ジェネラノレ Plancomptable 
ge世間1(一般的会計指針，以下「プラ γ ・コ Y タプル」と略す〕の適用を規定










るからである。 逆に，公企業は，経済計画実施のための最良の手段である，J(A. G. Delion， 
np口t.，p. 119.) 
4) C. W. Nobes， .旨Harmonizationof Ac.】ountingwithin the European Communities 
Thc Fourth Dircctivc on Compuny Lo"W，" The International Joμn世 1of Ac四 unttng，
voL 15， no. 2， p.2 
め この点は.l到Jぇば電IJ ガス国匂イじ法の次のような規定にも照応する。，第4長， よれら




三元制は1962年12月29日のデクレで調整きわた. A. G. Delion. ot. cit. p. 94 et s. Do.， Le 
statut des entretrises卵白可ues，1963， pp. 219.四202.C. Louit， Les finances des entre 
p~町 pu日iques， 1971， pt. 11-45 




















臣，後に商工業大臣〕が四半期ごとに公表する電力経済指数 index econom 
iques electriqucs に従ってスライドさせるという伝統的な統制制度が電力国
有化後も引き継がれていた"。その場合， 電力経済指数は石炭価格， 人件費お
6) B. Chenot， Les entreprises nat即時luees，4，e剖， 1967> p. 31 
り この点は，論者により次のように指摘苫れているところである。 I産業的固有化と経背計画化
の矛盾J(G. LeSl:uyer， Le ιrrnl.戸dlede !'Et叫 surles entreprises natゐnalτ:sees，1962， p 
231.) I自由主義国家にとどまりながら，企業性と公共性とを結合しようとするパラドックス」
(A. G. Delion， L'Etat et les ent河P問 'espub均ues，1959， p.189.) 
め この制度は公投務特許制IJlt∞nc白 sionde service :publicと呼ばれる特聴な制度枠にもとづ
〈もので， 1906年配電法以来送配電事業者の電気料金を統制する制度として発展してきたもので
ある。電力・ガス国有化法第.，"条の規定により.EDFの料金統制制度として引き継がれた.ノ
56 (168) 第 128巻第3・4号
よぴ小売物価指数の三要素をもとに算定きれるので的，制度上，電カ経済指数
見ライド制は物価スライド制と見なしてよかった。
















第1図および第1表に示された電力経済指数適用値の推移が実際の料金単価、E.Bordier et S. Deglai:re， Elect1制民間τn'cepublic，回世 1，1963. p. lヨ et5. C. 
Louit， Op. cit.， p. 118 et乱
9) Decret du 11 avril 1937 
電力経済指数の算定式は次の通りである。
高圧電力 I~0.75 C十0.37M十0.07D




10) A. G. Delion， L'Et，吋 etles entreprises puUique~'， 1959， pp. 135-136. Do.， Le statut 
des entrepris回出品f珂ues.1963， p.195巴Lescuyer，op. cit.， pp. 2渇7-290価格憲章は1978
年 6月バー ノレ内閣のもとでやっと廃止されたq






















































1946 1947 1948 194，9 1950 1951 19SZ 1953 1954 1955 1956 1957 ]958 1959 160 1961 









年 次 契約他"|適用値|適用半引契約 1在u I適用値|適用伊 契約値u I適用値|適用率幻
1950 6，603 I 5，250 I 80.0% I 10，983 I 8，300 I 75.6% 10，9831 % 
195P 7，172 5，900 82.3 11，697 9，300 80.0 11，697 
1%13) 8，100 6，700 82.7 13，000 10，500 80.8 13，000 
1952') 8，327 7，3日 877 13，551 11，800 87.1 13，551 10，850 80.1 
1953 8，465 7，300 86.2 14，064 11，800 83.9 14，064 10，850 77.1 
1954 8，458 7，300 86.3 14，031 11，800 84.1 14，034 10，850 77.3 
1955 8，508 7，300 85.8 14，055 11，800 84.0 14，055 10，850 77.2 
1956 9，029 7，300 80.9 14，680 11，8日D 80.4 14，680 10，850 73.9 
19575) 10，028 7，700 76.8 15，883 12，425 78.2 15，883 11，400 71，8 
1958 10，525 7，700 73.2 16，722 12，425 74.3 宮) " 
1959句 11，314 8，200 72.5 17，887 13，350 74.6 
1960 11，197 8，200 73.2 17.524 13，350 76.2 
1961 11，619 8，200 70.6 18，528 13，350 72.1 
1950-1961 
伸長率 76.0% 56.2% 68.7% 60.8% 
第 1表























1950 1951 1952 1953 1954 1955 1956 1957 1日581S59 1960 1961， 
1出典〕 第2表により作成ー
これに対し. EDFの設備投資活動は極めて活発であった(第4表〕。それは，














産業需要家用料金 (I，OOOkW晶庄) ハりにおける低圧供始料金 農村用料金
lGQ万kWhj年の平均単(1価，500h) 300万kWhj年四平均単(3価，凹山) 家庭用平均単価 非平均家庭単月価 平5均組単合価
年次
セーヌ オー ト イゼー ノレ 七ーヌ オート イゼー ノレ照明用|第3フロック 商業用
ノール県ェーオワロワーノレ ノーノレ県ェーオワロワール 第 1 照明 動力用 照明用動力用ーズ県 県 県 ーズ県 県 胃、 ブロック冬期用|夏期用
1950 6.05 6.03 5.16 5.15 5.69 5.67 4.79 4.76 16.~8 6.59 5.50 17.41 12.87 16.70 13.19 
1951 6.67 6.65 5.68 5.68 6.37 6.36 5.38 5.34 18.02 7.79 5.85 19.41 14.37 18.34 14.69 
1952 8.27 8.25 7.06 7.05 7.55 7.53 6.58 6，54 22.33 10.20 6.00 24.22 17.98 22.64 18.33 
1953 8.32 8.30 7.10 7.09 7.58 7.56 6.62 6.58 22，51 10.20 6.00 :J4.41 18.12 22.82 18.48 
1954 8.32 8.30 7.10 7.09 7.58 7.56 6.62 6.58 22.51 10.2日 6口D 24.41 18.12 22.80 18.44 
1955 8.32 8.30 7.10 7.09 7.58 7.56 6.62 6.58 22.51 10.20 6.00 24.41 18.12 22.80 18.44 
1956 8.32 8.30 7.10 7.09 7.58 7.56 6.62 6.58 22.51 10.20 6.00 24.41 18.12 22.80 18.44 
1957 9.14 9.12 7.92 7.91 7.05 6.97 6.52 6.09 22.55 10.22 6.00 24.45 18.15 22.84 18.47 
1958 9.71 9.69 8.42 8.42 7.42 7.33 6.86 6.40 25.26 10.74 6.32 25.66 19.06 25.55 19.38 
1959 9.76 9.64 9.03 8.50 7.75 7.67 7.18 6.72 27.45 1.49 6.79 27.45 20.41 27.74 20.73 
1960 9.78 9.66 9.05 8.52 7.76 7.68 7.19 6.73 27.51 11.22 6.60 28.00 20.92 
1961 9.78 9.66 9.05 8.52 7.76 7.68 7.19 6.73 27.51 11.22 6.60 27.51 I 20.45 28.00 20.92 
代表的地域における電気料金平均単価の推移
表中D料金単価には電気税を古まない。
セ ヌ・エーオワ ズ卵、は1964年の行政QIr!l:により，イヴリー ヌ，エソ γヌ ヴアル・ドワ スの3聞、に区分きわた.











(1938~ 1. 0) 
卸 売 物 価 ハリの物価 エネルギ 価格




ノ kーWルh県/年Iパ 明リノ Jレ-<ド へクト賃金 制万 家庭用照 カル， )-y当 リットル当 トン当
195日 24.9 21.7 18.4 19.5 10.1 12.6 9.5 22.2 18.0 20.3 
1951 33.6 26.8 20.6 23.6 12，8 14.2 10.5 28.3 19.1 21.9 
1952 33.4 32.2 22.5 26.4 15.2 16.1 13.1 32.4 21.4 22.9 
1953 31.7 31.5 21.5 26.1 15.9 16.1 13.2 32.1 21.9 21.8 
1954 30.7 29.8 21.4 26，0 16.7 16，1 13.2 32.2 23.0 21.3 
1955 30.8 31.8 21.1 26，3 18.1 16，1 13.2 31.9 25，2 21.9 
1956 32.1 34，0 22.2 26，8 20.0 16.1 13.2 32.6 25.5 22.9 
1957 33.6 35，2 23.2 27.6 21.7 15.0 13.3 35.4 28.5 25.7 
1958 35.3 37.5 28.0 31.7 23.8 15.8 14.9 38.1 31.3 25.3 
1959 37，8 41.2 27.9 33.7 25.1 16.5 16.1 42.6 32.7 28.4 
196日 39.2 43.2 28.7 34.9 27.0 16.5 16.2 42.6 32.2 26，7 
1961 40.4 43.4 29.1 36.0 29.0 16.5 16.2 42.6 32.3 27.0 
195ι1961 
上昇率(%) 62 100 58 85 187 31 71 92 79 33 
物価水準の推移第3表
? ?







1950 33.025 ム 249 21，149 
1951 38.151 3 24，725 
1952 40.569 ム 6 25，301 
1953 41.462 15 24，606 
1954 45.570 257 26，611 
1955 49.627 61 28，422 
1956 53.829 ど"107 30，351 
1957 57.433 ム 269 33，190 
1958 61.599 ム 445 36，304 
1959 64.507 ム 38 39，810 
1960 72.118 98 45，431 
1961 76.489 ム 93 47，643 
1950-1961 
































[出典J EDF， R岬知π d'actかite. Comttes de gest町1.， exercices 1950-1961 海外電力調査
全編『海外電気事異統計， 19臼年版， 184へー ジ， 199ベージにより作成，
この投資資金全支えたのが国家資令，なかでも経済社会開発某令 Fonds de 





12) マージャル援助の見返り資金を資金諒に19.岨年近代化設備拡流基金 Fondsde modermsation 
I;:t d'equipe皿 eIlLが設立され.1955年にζれが改組されて FDESと伝った。 FDESは，み文
に紹介したような国家資金の中継を行なうだけではない.特にその理事会Conseilde direction 
は経済計画実施において公企業や国家資金援助を受けた私企業の投資計画に対L強力な指導権限
を有している。A.G. Delion， L'Etat et les ent問 P門S"'ρubl叩 as1959， pp. 130-131. Do.， 
Le statut des四 t問ρ同"sespubliques， 1963， pp.207-209. G. Lescuyer， op. cit.， pp. 291-294. 
C. Louit. ot. cit. Pp. 201-208. E. Bordier et S. Deglaire. op. cit. PD. 309-310 
第5表 EDF設備投資金融り構成
C%表示は総投資額を 100としたもの〉
年 次 1948 1949 1950 1951 1952 1953 1954 1955 1956 1957 1958 1959 1960 1961 
総(百投万フ資ラソミ額
ト一一一
671 1，173 1，136 1，373 1，196 1，119 1，313 1，545 1，918 2，419 2，930 2，857 2，878 
3，6441~由3ヰ百カ万販フ売ラ収入 968 1，217 1，753 2，268 2，362 2，337 2，517 2，794 3，::W8 4，408 4，734 ン2
" 刻一一"一事 % 「一一再 % % ラ6 % ラ6 タ6 " FDES貸付金 100.0 82，9 79.9 63.0 49.3 38.4 52.5 55.4 49.1 40.3 47.5 50.9 58.8 53.9 
社債・長期信用 10.6 12.2 16.3 13.0 19.2 21.5 8.8 12.9 34.3 25.4 26.5 27.9 30.1 
中期信用 7.3 12.3 21.5 14，3 7.6 22.7 13.2 9.1 0.9 0.5 0.7 
自己資金 7，9 13.4 17.6 13.4 9.4 26.0 12.8 10.4 15.4 19.0 9.7 12.1 
y、戸一 0) 1m 6.5 7.7 7.5 2.1 2.1 2.6 1.8 2.7 2.8 3.0 3.2 
注 1948午'-1953年の電力販売収入には その地の事業収入を含む.










? ? ? ?
E 





1949 1952 1957 1960 
公 的 資 金 7.1 (45.8) 7.1 (29.8) 9.3 (23.1) 12.5 (22.7) 
特殊自己金融貸機金関・保険会社
の 0.4 (8.0) 1.2 (5.1) 2.7 (6.7) 4.6 (83) 
資 本 市 場 0.5 1.0 (4.2) 4.4 (10.9) 6.7 (12.2) 
中 期 信 用 0.5 (5.5) 2.5 (10.5) 5.5 (13.6) 6.1 (11.1) 
自己金融・その他の資金 2.6 (39.7) 12.0 (50.4) 18.4 (45.7) 25.3 (45.7) 
計 1主叩
〔日典] し Mullel-.Ohben，Wirtschaftsp/aTl"Uug "t(，nd WirtscJ.叫f師 vua/.Stwntin Frunk7-eiι九










13) M. Coppin et R. Masse，“Les dotations回目pitalac∞，rdees par l'Etat a l'EDF et au 
GDF，" Cahuws ju門d勾初回 dc.I'El町的"citeet du Gaz， n" 96， 1957. p. 52. FDES貸付金
の特恵的利子平 (4.5%)，利子補給 bon品田tiond'interetおよび国家置務保証 garantiede 
l'Etatといった一連叩金融費用軽減措置は，むしろ公企業白骨入金調達を容易ならしめ，結果的
に公企業の借入金位存体質を強める方向に作用した。A.G. Del旧民 L'Etat et les entre戸官町
戸'lb[;勾ues，1959， pp. 125-1却
14) M. Coppm et R Ma田e，op. cit.， p. 52 





















15) A. G. Delion， Le statut des entrePrisesρubliques， 1963， p.213. P. Lavigne. "Aspects 
juridiques de la dotation en同戸国1des ent四 pn配 S nationales，". Revue de science 
financ訟re，JU皿 1959，pp. 188-190. M. Coppin et R. M拍se，op 口t.，pp. 51-53. A. de 
Laubadere， n包itede droit ad:出師mratザ~ 1977， p.256 
16) 本稿では，貨幣単位はすべて新フラン表示L
17) Commissωn de verification des comptes d白田treprisespubliques， 2・Raゑ向吋 d'ens師，.
hle， J.O. Doc. adm.. 1951. pp. 23-24 同時に CDFにも 4，750万フランの供与金が与えら札
ている。 lbid.，p. 20. 
18) EDF， Rapport dc liestion des exercu:es 1946-1949，pp. 73-74 








に表われている。つまり 1法律用語 dotation と経済用語 capital との並置
が問題なのである。J20)
そもそも「供与金」とは国家出資金 apport de l'Et討を表わす用語であっ
た"九ア Y シャン・レタームのもとで既とその歴史を開始していたと言わわる
公施設は，一般に既存の直営事業 regieの法人化によって設立され，それにと
もなう財産移管を国家による現物出資 apporten nature と見なしそれに相当









19) Cite par P. Lavigne， ot. cit.， p.191. 1(49午における域000万フヲンの借入金返済という〕
こり財務上の健全化は. 国家が EDFに主付した9，500万フランの資本供与金によって可能
となったoJ(Commlssion de veri五団tiond白∞mptesru田 entreprisespubhqu白，。ρ Clt.，
pp. 23-24.) 
20) P. Lavigne， ot. ci九 p.187 
21) 品，id.， p. 187. C.-Louit， ot. C1.， p.~28 
22) A. G. Delion， Le statut des entrep丙isespubl可""sョ 19同3，p. 41 
23) 電力 〉ゲス国有化法第4条の「桂営，資本，投資に関する 切り負担額を満たすよう 経ノ















ところが EDFに交付された9，500万フランは， 1951年にフランス・ガス Gaz









釈されていた~ (Cite par C. Louit， 0ρ'. cit.， p.327.) 
24) 1b以， p. 327 
25) EDF， op. cit.， p.139 
26) C. Louit， ot. cit.， P.328. M. Coppin et R Masse， op. cit.， p.51 N叫e(2). 
27) 中木廉夫「ワラソス政治史」中昭和田年， 187へージ。


























28) Cite par P. Lav唱ne.op. cit.， p.193 
29) Ibt"d.. p. 191 

























30) Ib剖.p. 193 
31) あ剖， p. 194 
32) 品id.，p. 192 





















33) M. Coppin剖R.Ma昌弘 op.cit.，. p. 53. C. Louit. op. cit.， pp. 328-32!J 反対祇議員の反
対理由には，本文でとり上げた制度上の問題点の外に財政政策上田インフν シーョ〉効果といっ




たロ M. Coppin et R. Maおる，op. cit.， p.53. P. Lavigne， op. cit.， pp. 193-194 
34) この法律にかかわづて作成されたベν報告Rflpportde M. Veγretでも「金融費用の軽減は，
近代化設備拡五基金貸付金を資本供与金に転換することにより達成されるべきであるJ と述べ
ら11.ている。.(lbid.ョp.195.) 
フランス電力 (EUF)における資本供与金制度的成斗 (183) 71 
府余曲折を経た資本供与金制度の成立過程もこ ζ に至って，ついに「日の目













第2条 第 1条で規定した資本供与金は， (受領者側義務として〕国家に対







35) C. Louit. 0].ぅcit.，p. 329 
36) 他方195昨 8月4日の法樟第56-780号第110条は院のように規定し， 1953年12月31日の法律で
うたわれた資本供与金焚付の決定手続お上rtr上限規定1を最終的に確定したo C. Louit， op. 






























nationalesおよび国有会社 S削台白 nationalesの組織改造を行ない， またこれら企業に対する
固ま統制制度を改革することができるa ただしその場合.ζれら量当鞍におけあ，公的所告ないし
は公的経営管理，従業員持分，貸惜対照表および損益計算書目公表を規定した法制枠に変更を及
。まし亡はならない。J(L'article 2 de 1a loi n~ 48-1268 du 17 aOut 1948， Tendant au redresse~ 
ment econ句niqueet financier.) 


















て P ラヴィーニュは言う。 r長期債権化〔された国家資金]は，アンシャン・
レジーム下のフランスで《返済されることのない貸付金》と呼ばれ返済期限す






38) P. Lavigne， op. cit.， pp. 199-200. 





















40) ζの第二のアレテでは， CDF， GDFに対しても資本供与金の主付を認めている。 CDFにつ
いては， 265，000万フラン， GlJJドについては， 70， U山万フラン，利τf率はともに 1%である.







42) rいくつかの法条文[1956年5)j14日のデタ νや1957年4月3日のアレテ》は，実効力のある. . . . . . . 
ものと言うよりはむしろ理論上のものとして，利益位回ナの対象となる利fおよび配当という固家
への上納金支払い義務を規定したにすぎない.供与金〔自体〕も産車市正占償還性を有する斗/






















、ι皆点引用者)(J. M. Auby ~t R. Dlじ国Ader，Grands seruic白押blicset ent問 'tnses
nationales， tome 1， 1969， p.418.)その他， A. G. Delion， Le itatut des entreprises 
publ珂ues，1963， p.215じ Louit，ot. cit.， p.333 
43) A. G. Delion， L' Etat et les et耐 'eprisesPUbl可ues，1959， p."127. 
44) この点の指摘は，すでに1957年 EDF営業報告書 EDF，Rappo吋 d:activite-Comttes de 
gp.st1fln， exercユce1957. p.21および1958<p公衰の公企業会計樟査委員会第6次報告書Commi
ssion de veri五cationdes comptes des entreprises publiqu白， 60 RaPt凹-tdenseJηhle， J 
O. Doc. adrn.， 1958， p. 779において行われている.
76 (188) 第128巻第3.4号
< (第3図)。
こうして， 1963年に再び FDES貸付金の転換によって580，000万フラ Yの資
本供与金が EDFに交付されることになるのだが，この年同時に資本供与金制
度上特筆すべき措置が新たにとられることになった。つまり， 580，000万フラン
とは別に，新規資金拠出による資本供与金 dotationen capital en des apports 
























[出典) EDF， R叫少artd'act四ite. Com戸出品 gest出n，exerClce 
1961. p. luから転載.









(1981. 5. 20) 
45) つづいて1965年に， 104，凹O万フランの資本供与金(同年 EDF総唖tJ1'額の24.5%)が，新規
資金拠出の形態で交付されたのをかわきりに，その後彊年 EDF年間総投資額の10%，..25%の額
の資本供与金がこの形態で吏付され続けることになる o EDF， ot. cit.， exercices 1965-1973. C 
Louit， op. dt.， p. 332 
